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修士論文要旨 

 

これまで日本語教育分野における異文化理解や異文化接触、異文化適応に関する研究は対

象者をごく一部の長期異文化体験者に注目し、行われてきた経緯がある。しかし、異文化交

流プログラムが短期化、一般化の傾向を見せる中で、短期プログラムの参加者を対象とした

異文化理解、交流の在り方を捉えていく必要性があろう。こうした短期異文化接触研究は大

学生対象のプログラムを中心に行われてきてはいるものの、中高生を対象とした交流プログ

ラムについての研究蓄積は現在のところほとんどない。 

そこで、本研究では短期交流プログラムに参加したアメリカ人高校生に焦点を当て、彼ら

の体験とプログラム参加の影響を把握する。同時に、プログラム自体を参加者の視点から捉

え直し、こうした実際体験から得られる学びからパラダイムシフトが急がれる海外での中等

教育機関における日本語教育への示唆を得ることを目的とする。 

 アンケート調査は 32 名からの協力を得た。参加当時の年齢は 17 歳が最も多く、70%が来

日前の日本語学習経験があったものの、教室型での学習者はわずか 4 名に留まり、大半がイ

ンターネットを通じての独学者であった。現時点で、多くの協力者が大学に進学しているが、

人文科学系に留まらず、理系の専攻者の中にも日本語を学び続けている者がいることが分か

った。参加者は「日本の実社会の体験」や「日本の現代文化体験」、「自分の日本語力挑戦」、

「新しいことへの挑戦」を参加目的として挙げており、「観光」や「旅行」を挙げた者は少な

く、プログラム内容を理解した上で参加していたことが分かった。また、プログラム参加の

「一番の思い出」として、≪友人との出会い≫、≪自由行動≫、≪日本/異文化体験≫の順に

キーワードが挙げられた。一方で、≪日本語≫を挙げた者は一人もおらず、プログラム運営

側の日本人スタッフや日本語教師と参加者間のギャップが明らかになった。日本人との接触

に対しては特に同世代との接触機会が非常に好意的に受け入れられていたことが分かった。

自由回答は佐藤(2008)「事例―コード・マトリックス」を分析方法として採用し、［出会い］

［直接体験］［自己成長］［将来設計］［日本語学習］の 5 つがキーワードとして抽出された。 

 インタビュー調査は桜井(2009)の「ライフストーリー」を参考に 2 度のインタビューを実

施、それを社会と時間の関わりと共に可視化できるサトウ(2009)や安田・サトウ(2012)の

「TEA/TEM」を参考に TEM 図を作成し、分析の視点とした。協力者は現在、日本に在住

している Ken（仮名）に依頼した。インタビュー調査からプログラムは Ken に本格的な日

本語の開始と自分なりの生き方の発見という大きなインパクトを与えていたことが分かった。

また、Ken がこれまでに育ってきた環境との関わりがそのインパクトをより強めていること

も判明、プログラム参加が Ken にとっては大きな人生の分岐点になっていたことが明らかに

なった。また、プログラム修了後、Ken は社会との関わりの中で、さらに日本に将来住むと

いう確信を重ねてきたことが分かった。 

 インタビュー調査とアンケート調査を通して、短期訪日研修は参加者に新たな出会いのき

っかけ、「仲間」とのつながりを提供し、知識としての二次的情報の域を超え、直接社会に触

れる機会、直接体験の場を与えた。また、日本語は実際使用機会の体験を通して学ばれ、異
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文化に対する理解や人間的成長、自己成長を参加者は体得、将来設計を描くまでに至る参加

者もいた。総じて、プログラムは異文化体験、異文化理解への第一歩としての機会をもたら

す重要な役割を果たしていると言える。 

構築主義・構成主義的教育の立場からプログラム参加者の人間的成長、つまり、「以前とは

違う自分」と捉え直すと、箕浦(2003:付論第 3 節)の「ハイブリッド化」や細川（2000:23）

や佐々木（2000:152）の「個の文化／個としての文化」と非常に近い考え方で捉えることが

できると言えるだろう。参加者たちは同じ体験をしていても、その捉え方、解釈はこれまで

に構築してきた「個の文化」によって、それぞれが独自の指標を持っている。そして、実際

の社会や文化との相互作用はそれぞれの中で独自の深さや層、解釈で意味づけられ、新たな

文化として加えられる。この新たな文化の構築プロセスはたとえ短い 1 か月間の体験であろ

うとも、海外の在留邦人子女や高校交換留学などの異文化適応者と多少重なる部分があると

言えるのではないだろうか。 

 近年、グローバル化に伴い、中等教育段階における外国語教育の新たなシラバスやガイド

ライン作りが盛んに行われるようになってきた。しかし、実際の教室現場にまでガイドライ

ンやシラバスの教育理念が行き届いているとは言い難い。これからの言語教育は言語や文化

の知識レベルの習得のみに留まらない体験に基づく学び、学習者の文化の構築にまで広義に

捉え直す必要があるだろう。また、プログラム参加者が最も求め、最も良い思い出として語

った「つながり」の提供を外国語として日本語を学んでいる学習者へも積極的に試みていく

必要がある。本稿では参加者の立場からプログラムを捉え直し、参加者の中でどのような位

置づけをされているのか、また、彼らがどのようなことを学んでいたのかを捉えるに留まっ

た。今後は海外の日本語教育同様、本研究もプログラム、特に日本語の授業について、実践

段階へ落としていくプロセスをさらに考察していく必要があろう。 
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